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事 業 名 称 伝統的漁村集落における空き家対策等による再生実践モデル事業 

事業主体 名 洲本市炬口地区まちづくり支援活動団体 

連 携 先 洲本市 

対 象 地 域 兵庫県洲本市炬口地区 

事 業 概 要 
伝統的漁村集落の空き家解消に向けて、住民と集落の存続を思う関係者の連携

化と自立的で持続的な活動が生まれる基盤整備を図る 

事業の特 徴 

① 住民・関係者の連携化に向けた情報発信  

・集落住民(親世代)と空き家所有者及び相続予定者(子世代)に「空き家にす

るときの心得」と「実家を活用する二拠点生活」を周知する。 

② 情報・ひとプラットフォームの整備 

・空き家問題や地域資産を守る住民活動をリアルタイムに公開する取組みに

より、「地元人材の育成」と「関係人口の確保」を目指す。 

成 果 

① 住民による情報管理体制づくり 

② 都市に住む子世代への情報発信 

③ 「関係人口」需要調査の実施 

④ ウェブサイトの整備  

⑤ 集落再生ビジョンの提案  

⑥ 空き家活用モデルの提案 

成果の公表方法 

ホームページ「炬口」 

https://takenokuchi-awaji.jp/で公表 

 

１．事業の背景と目的 

伝統的農漁村集落には、先祖代々に継承してきた土地・家屋を手放すことに躊躇する住民心情がある。

従って、伝統的集落の空き家問題には、「親子間の継承」に拘り「部外者への譲渡」が困難な要因が含ま

れており、市場流通を促すのみでは解決しない。さらに集落に伝わる文化財や祭祀、ひとの管理を要す

る里山や海浜などの地域資産を継承するためにも集落の存続が必要である。 

コロナ禍により都会生活者には、地域への関心が高まっている。テレワークの進展により今後は、ワ

ーケーションや二拠点生活に、より注目が集まるだろう。このような時勢から集落住民に加えて、都市

に住む子世代を含めた関係人口の予備軍へも積極的な情報発信が必要である。 

本取組みは、空き家対策を含む集落再生ビジョンを描くと共に、実現に向けて住民をはじめ集落の存

続を思う関係者が相互に連携することを目指して、自由な参加を認め、自立的で持続的な活動が生まれ

る基盤整備を目標とする。 

 

２．事業の内容 

（１）事業の概要と手順 

 連携化の仕組みは、「情報発信」により住民・関係者に問題認識を促す一方で、「情報・ひとプラッ

トフォームの整備」により、持続的な取組みを生む母体となる住民活動の“見える化”を図ると共に

関係人口を増やす情報発信を積極的に行うことである。取組みフローを以下に示す。 
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■取組概念図 

 

 

 

 

 

 

 

（２）事業実施スケジュール 

■実施スケジュール 

取組内容 具体的な内容 
令和 2 年度 

8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

住民会との協議・調整 

（コロナ禍により住民ワークショップは中止、報告会は延期） 
        

① 
住民による情報管理体制
の整備 

空き家所有者連絡網整備         

冊子「空き家を活用するしおり」作成         

② 子世代への情報発信 
アンケート調査         

ヒアリング         

③ 「関係人口」需要調査 WEBアンケート調査         

③  ウェブサイトの整備 
コンテンツ作成         

サイト公開         

⑤ 集落再生ビジョンの作成 

行政協議         

避難安全性、消防活動の検証         

再整備指針の作成         

⑥ 空き家活用モデルの作成 

移動販売実態調査         

地元商業者へのヒアリング         

「住民交流拠点＋移動販売所」改
修モデル案の作成 

        

その他活用案の作成         

路地の再整備モデルの検討         

 

 

 

  

緊急事態宣言 
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（３）各取組みの役割分担 

■役割分担表 

取組内容 具体的な内容(小項目) 担当者（組織名） 業務内容 

① 
住民による情報管理体制
の整備 

・空き家所有者連絡網整
備 

・冊子「空き家を活用する
しおり」作成 

・炬口地区住民会 
・尾崎久純  
【協力者】 
・内海慎一  
 （Life Work ） 

・「空き家にするときの心
得」を冊子にまとめて全住
民に配布する。 

・空き家所有者の連絡先や
古民家の判定調査要望を
募る。 

② 子世代への情報発信 

・昨年度の調査結果「空き
家、空き地マップ」と住
民アンケート調査結果
の配布 

・冊子「空き家を活用する
しおり」の配布 

・アンケート調査 
・ヒアリング調査 

・都市に離れて住む子世代
に「実家を活用するライフ
スタイル」の紹介と併せて
実家の相続を想定したア
ンケート調査を実施する。 

③ 「関係人口」需要調査 

・関西圏の一般都市居住
者を対象に WEB サイト
を活用したアンケート
調査 ・坂井 信行 

・多田 将宏 
【協力者】 
・小森隆司 
 ㈲ケイ・ファクトリー 
・越智みや子  
・田中実  
 ㈱久地良 

・一般都市居住者を対象に
セカンドハウス・二拠点居
住・ワーケーション・短期
滞在など関係人口の需要
を把握する意向調査を実
施する。 

④  ウェブサイトの整備 
・コンテンツ作成 
・WEBサイト公開 

・集落の歴史・自然などを調
査し、その魅力や本取組の
成果をまとめて WEB サイ
トを整備・公開する。 

・コンテツの作成では、住民
と地元の各専門家にヒア
リング調査を積極的に行
い、人材ネットワークの形
成を意図的に図る。 

⑤ 集落再生ビジョンの作成 

・行政協議 
・避難安全性、消防活動の
検証 

・再整備指針の作成 

・馬場正哲 
・荒木公樹 
・高木舞人 
【協力者】 
・阪上浩基  
㈲イクスランドスケ
ープデザイン 

・建築家による集落の課題
整理と対策の提案を冊子
にまとめ、住民に配布す
る。 

⑥ 空き家活用モデルの作成 

・移動販売利用実態調査 
・地元商業者へのヒアリ
ング 

・住民の交流拠点と「移動
販売所」を組み合わせ
た改修モデル案の作成 

・宿泊施設やワーケーシ
ョンオフィスへの転用
提案 

・路地の再整備モデルの
検討 

 

・八木康行 
・太田雅巳  
・栄宏之 
・田中秀和 
・尾崎久純  
・駒井陽次 
・塗師木伸介 
【協力者】 
・内海慎一 
(Life Work） 

・小森隆司 
 ㈲ケイ・ファクトリー 
・阪上浩基  
㈲イクスランドスケ
ープデザイン 

・車での移動販売について
住民の利用実態を把握し、
課題を抽出する。 

・地元商業者に空き家を活
用する移動販売スペース
について要望等をヒアリ
ングする。 

・集落内の古民家(伝統的構
法による築 50 年以上が対
象)の抽出・把握する。 

・提供の要望があった空き
家の実測調査と住民交流
拠点への改修案を作成す
る。 

・地区内の中心となる路地
の整備案を検討する。 

・路地沿いに残る民家の改
修・建替などの場合に分け
た整備や空き地の活用の
方向性を検討する。 
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（４）取組みの詳細と成果 

①住民による情報管理体制づくりと②都市に住む子世代への情報発信 

ア）目的 

・昨年度に住民を対象に行ったアンケート調査では、「将来、住宅は子供に任せたい」と自宅を空き家に

した場合「空き家の状況連絡を望む」の回答が多かった。 

・「空き家の発生」時に住民会（自治会）に報告するルールを記した「空き家にするときの心得」を全住

民と相続予定者に周知し、「空き家」の所有者と連絡先等の情報を住民間で共有する仕組みをつくる。 

・親世帯と相続予定者である子世帯が共に「空き家の問題認識」を共有することが必要である。 

イ）方法 

１）方法 A パンフレット「空き家を活用するしおり」の配布 

【パンフレットの内容】 

・空き家にするときの心得  

・都市と田舎の 2拠点生活を楽しむライフスタイルの紹介 

・空き家活用の自治体支援制度 

・空き家活用事例の紹介 

 

 

２）方法 B 相続予定者（子世帯）へのアンケート調査 

【調査方法】 

・郵送によるアンケート調査による。住所については、個人情報に該当するため、集落の親世帯から子

世帯へ輸送してもらう方法を選択した。 

■パンフレット 
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【調査フロー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【調査結果】（有効回答数：48） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・回答者数は少ないが、「実家相続時の意向」は、「活用したい」が 6割を超え、「都市に住みながら実家

を活用するライフスタイルに興味がある」も 6割、興味のある理由として「郷里を大切にしたい」と

「家族、知人の宿泊拠点とする」などの回答が多かった。 

 

ウ）取組の効果 

１）パンフレットの配布効果 

「パンフレット」（親と子の２世帯分）＋「調査票」用意 

集落全世帯（親世帯：約 250戸）へ配布 

「パンフレット」と「調査票」を親から子へ郵送 

回答票を住民会へ郵送（回収 58） 

《自由記述－抜粋》 

・老後の元気な間は炬口の実家に住みたいが、その後は実
家を活用してみんなが集まって雑談などのできる場所に
してほしい。 

・今回、回答を書きながら、今後の事をちゃんと考えない
といけないと感じた。空き家ばかりの炬口は寂しいです
から。もう少し考えさせて欲しい。 

・空き家、空き地対策、地域の活性化は、いいことだと思
いますが、駐車場の問題や閉鎖的な地域なので、なかな
か難しいことも多いと思う。 
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・「空き家にするときの心得」が住民に周知され、集落のために空き家を提供する申し出など、様々な声

が寄せられた。 

・空き家所有者が、連絡先を近隣の住民に伝言していることを期待して情報収集を図ったが、連絡先不

明が多かったので「空き家のするときの心得」を住民と相続予定者に周知することが重要である。 

２）相続予定者への情報発信 

・都市に住む子世代には、郷土を大切に思い、実家の活用を望む人々の存在が確認されて住民には心強

い結果となった。しかし回答者数が少ないのは、実家の相続について関心がまだ少ないとも言える。 

・住民会⇒親世帯⇒子世帯への連絡手段は、親世帯と相続予定者である子世帯が共に「空き家の問題認

識」を共有することに有効である。今後も継続的な情報発信により関心を高めてもらう必要がある。 

 

③「関係人口」需要調査 

ア）目的 

・空き家を活用した関係人口の拡大を通じた炬口地区の活性化に向け、移住に加えてセカンドハウス・

二拠点居住・ワーケーション・短期滞在など空き家の多様な活用の可能性を探るため、都市住民の意

向を把握することを目的とする。 

イ）対象 

・関西圏の都市住民（サンプル数：約 1,000件） 

【対象地】 

政令市 京都市、大阪市、堺市、神戸市 

中核市 大津市、豊中市、吹田市、高槻市、枚方市、八尾市、寝屋川市、

東大阪市、姫路市、尼崎市、明石市、西宮市、奈良市、和歌山市 

特例市 茨木市、岸和田市、加古川市、宝塚市 

上記以外の近接

臨海部都市 

芦屋市、播磨町、高砂市 

四国の近接都市 徳島市、鳴門市 

（対象年齢：18～69歳） 

ウ）方法 

・ウェブアンケート 

・炬口集落の地域情報の紹介シートを見た上での回答を依頼 

■炬口集落の地域情報紹介シート 

    

    

    

度数 比率％

大阪市 231 21.2

神戸市 131 12.0

京都市 121 11.1

堺市 68 6.2

姫路市 45 4.1

東大阪市 39 3.6

尼崎市 36 3.3

西宮市 36 3.3

枚方市 31 2.8

豊中市 30 2.8

吹田市 29 2.7

高槻市 29 2.7

大津市 28 2.6

奈良市 27 2.5

和歌山市 27 2.5

明石市 23 2.1

茨木市 22 2.0

加古川市 21 1.9

八尾市 20 1.8

徳島市 19 1.7

寝屋川市 18 1.7

宝塚市 18 1.7

岸和田市 16 1.5

芦屋市 8 0.7

高砂市 7 0.6

加古郡播磨町 5 0.5

鳴門市 4 0.4

合計 1089 100
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エ）調査結果 

Q1 

居住地域以外の地域への定期的な訪

問についてお伺いします。あなたの普

段お住まいの地域以外で、セカンドハ

ウスでの滞在・二拠点居住・ワーケー

ション・短期滞在などを目的として、

定期的に訪問する地域はありますか。 

※訪問する地域は、国内でお答えくだ

さい。 

 
 

Q1_1_2 

定期的な訪問先（複数ある場合は最も

頻度の高いところ）の訪問頻度をお答

えください。 

 
 

Q1_1_3 

定期的な訪問先（複数ある場合は最も

頻度の高いところ）での滞在時間をお

答えください。 

 
 

Q1_1_4 

定期的な訪問先（複数ある場合は最も

頻度の高いところ）での同行者をお答

えください。 

 
 

Q1_2 

定期的な訪問先（複数ある場合は最も

頻度の高いところ）での主な滞在場所

をお答えください。 

 
（自由回答） 

実家 自宅 UR カトリック教会の修道院 セカンドハウス 会社

の事務所 契約別荘 公共施設 自分の家 自分の実家 自分名義

の家 叔母の別荘 親戚の別荘 老後の住まい 

Q1_3 

定期的な訪問先（複数ある場合は最も

頻度の高いところ）での過ごし方をお

答えください。 

 
（自由回答） 

温泉に入浴 家の管理 宗教活動（黙想） 定期な病院、買い物、子

供たち 日常生活 本業 本業の地域企業へのサービス提供 娘家族 
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Q1_4 

訪問するようになったきっかけはな

んですか。 

 
（自由回答） 

カトリック教会の関係 これから住むから その土地が好き ついの

すみか マンション購入 家族が住んでいた。 会社の寮 空き家に

なって 仕事 親戚が住んでいた 定期に病院に行く 夫の単身赴任 

父の実家 別荘を建てたから。 

 

Q1_5 

今後、訪問先との関わり方についてど

のようにしていきたいですか。 

 
（自由回答） 

スローライフを楽しみたい どちらかが、亡くなれば奈良市に戻る 

 

Q1_6 

あなたの普段お住まいの地域以外で、

セカンドハウスでの滞在・二拠点居

住・ワーケーション・短期滞在などを

目的として、定期的に訪問できる地域

があったらよいと思いますか。 
 

 

Q2 

ここからは、炬口集落の評価について

お伺いします。炬口集落を知っていま

したか。 

 
 

Q3 

炬口集落について、以下の項目ごとに

評価してください。 
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Q4_1 

下記のような目的で、炬口集落を定期

的に訪問したいと思いますか。それぞ

れの目的ごとにお答えください。 

ここからは、炬口集落への訪問につい

てお伺いします。 

 
 

Q5 

炬口集落へ定期的に訪問するために

必要なことはありますか。 

 
（自由回答） 

お金 ない べつになし ボランティア 移動の交通手段（車の運転をしな

いので） 交通の便が良いこと 交通手段 公共交通 公共交通機関が利用

しやすいこと 阪神・淡路大震災のイメージがあるのであまり良いイメージ

がない 車の運転等移動手段 色々な方達と触れあう機会は人生の勉強にな

る。 身体的に障がいがあっても訪問できるようなサポート 地元行政や地

元住民の外国人に対する意識改革とやさしい日本語の活用に対する理解協力 

農業とのかかわり 莫大な費用 旅行は苦手なので行きたくなる何かがなけ

れば行く事はないです 両親介護の為、現在離職中 

 

 

回答者の属性 

年齢 

 

家族構成 

 
 

職業 

 

 

淡路島への訪問経験 
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⑤ ウェブサイトの整備 

ア）目的 

地域の魅力や文化、集落の高齢化や空き家の増加などの課題に向けた取組を紹介する WEB サイトを構築し

た。 

WEBサイトは地域の情報だけでなく、人のつながりから生まれた提案などを集めて発信し、新たな取組が

生まれるための母体として作成した。 

 

イ）サイトの特徴 

 写真家による撮影合宿やドローンによる上空からの 360°

映像の撮影なども行い、フォトジェニックな写真・映像によ

り、地域の魅力や現在の姿を広く伝えることに努めた。 

 

ウ）サイトの構成 

1) 「炬口のご紹介」 

・海や山に囲まれた地形や人口規模等の基礎情報 

・海水浴場や八幡神社、県指定記念物である炬口城などのスポットを紹介 

 

2) 「伝統と文化」 

・季節のお祭りや 昔の写真 

・港町である炬口ならではの海の幸や“御食国”淡路島の食を紹介 

・「炬口」の地名の由来や歴史 

 

3) 「炬口の暮らし」 

 淡路島への移住希望者は近年増加している。移住希望者に向けて、住民から見たリアルな炬口を

紹介することを目的に、結婚を機に移住した方や、炬口の歴史に詳しい研究家へのインタビューを

行った。 

 

4)「課題とビジョン」 

 今回作成した「集落再生ビジョン」を広く共有し、住民だけでなく関係人口など広く巻き込んで

いくため、地域の課題と将来を見据えたビジョンを紹介する。 

 

5)「空き家を活かす」 

 空き家を持っていてもどうしたらいいかわからない、又は空き家を活かした取組をしたくて空き

家を探したいなどのニーズがある。行政による「空き家バンク」や NPO法人による移住者と空き家

のマッチングの取組とネットワークを持ち、リンクを掲載する。 

 

6)「イベント情報」 

 地域の神社による季節のお祭りなどの地域に根差した動きがある。行政による移住者向けのまち

歩きなどのイベントも行われている。都市住民に向けて、様々な主体によるイベント情報を集約し

て紹介する。 

■ウェブサイトのトップページ 
URL: https://takenokuchi-awaji.jp/ 
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エ）ウェブサイトの成果と「ひと・情報のプラットフォーム」 

サイトの作成にあたっては、現地での取材や地域住民へのインタビューなどを通して、地域の

方々を巻き込んだネットワークづくりを意識した。 

今回の取組全体の中で広がった関係者のつながりは、まさに生きたプラットフォームと言えるも

のである。 

その成果の一部を下記に示す。 

 

 

 

 

 

 

  

インタビューの様子 

■ウェブサイトからの一部抜粋 いかなごの釘煮や神社の季節のお祭りの写真など、魅力を発信する写真 

■取組における関係者 
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⑤集落再生ビジョンの提案 

ア）目的 

住民をはじめ集落の存続を願う関係者が相互に連携することを目指し、自立的かつ持続的な活動が生まれ

る基盤整備に向けた具体策の共有のため、集落再生ビジョンの作成を進めた。集落再生ビジョンは住民に向

けた提案に位置付けられ、作成に当たり理解が得られるよう平易な表現となるように努めた。 

 

イ）再生ビジョンの基本目標 

 『都市にはない伝統的漁村集落の魅力・誇りを多様な人々の参加を得ながら共有、住環境の向上に

つなげ、集落を次世代に住み継ぐ。』 

炬口地区は、2013年 4月の淡路島地震により多くの被害を受けながら、全戸の約３割の比率で伝統

的民家が残り、自動車の通行が難しい細街路（路地）により構成される。 

本集落における「密集する民家と路地」が備える“小さなスケール”は、現代の都市づくりにおい

ては解消すべき課題と捉えられるが、伝統的漁村集落に特有の魅力でもある。 

都市と対照的なこの魅力について、関係人口を増やすための有効な地域資産と位置づけて、魅力を

生かした再整備に向けた具体策の提案を進めることとした。 

 

ウ）集落再生ビジョンの実現に向けた体制づくり 

持続的な活動に向け、情報発信を通じて多くの人々

を巻き込んでいく。関係者が課題を共有するととも

に、連携しながら取組を進めていくためのプラットフ

ォーム（協議会）づくりを提案する。 

 

エ）『洲本市・炬口地区 集落再生ビジョン』の構成 

 集落再生ビジョンの構成は、以下の通りとした。 

具体策１ 「安心・安全な暮らしを守る」 

① 「危ない」と「安全」の見える化 

② 路地の再整備方針の検討 

具体策２ 「空き家をなくし賑わいを守る」 

① 「空き家・空き地」に関係する人々の連携化 

② 住民会等による情報発信・共有 

③ 「空き家・空き地」をシェアするライフスタイルの紹介 

④ 移住要望者等に向けた情報発信 

⑤ 「空き家・空き地」等活用の検討 

具体策３ 「炬口固有の自然と文化を守る」 

① 情報発信の仕組みをつくる 

② 行政や民間支援活動グループ等との連携 

③ 「街歩き」から「守る活動」へ 

炬口地区の現状と課題 

 

 

連携の輪 
親世代 

子世代 
一般支援者 

行政 

継承 

里山・海浜・ 

伝統的舞踊・ 

祭祀・集落・路地 
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■住民への配布を前提に作成を進めた『洲本市・炬口地区 集落再生ビジョン』 
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⑥空き家活用モデルの提案 

ア）地区内の空き家の現状 

 これまでの調査から地区内の空き家の状況は図の通りである。 

 地区内には道路認定されていない路地が多く存在する。2013年 4月に発災した「淡路島地震」によ

り、損傷を受けた建物で未接道のものは建替をすることができず、空き地となっているものが多い。 

 

空き家活用における視点 

空き家活用に当たり、地域住民の要望、立地特性、社会動向から下記の３つの視点が考えられる。 

 

イ）視点① 「住民交流拠点」と「移動販売停留所」を組み合わせる 

現在地区内には週二回日用品を販売する移動スーパーが出店しており、地域住民も活用している。利用者

に対するヒアリングでは日用品の購入だけが目的ではなく、他の利用者との会話等のコミュニケーションも

利用する動機の一つとなっていることが伺える。事業者からも屋根のある販売スペースがあれば売り上げの

向上が見込めるとの意見があった。 

 それらの意見をふまえ、空き家を「住民交流拠点」と「移動販売停留所」を組み合わせた機能に改修し、

住民の利便性向上とともに住民間コミュニケーションの拠点として機能させることが考えられる。 

 

ウ）視点② 地域住民以外の人も使えるスペースとする 

-宿泊施設やワーケーションオフィス、サイクリスト休憩スペース等への転用- 

 漁村特有の集住形態から移住者向けの住宅は人気が低く、住宅需要による空き家の解消を期待する

のみでは問題解決は難しい。 

■利用者ヒアリング結果 (実施日:2020.8/13, 10/22) 

ヒアリング項目 回答の傾向 

利用頻度 「毎週（月・木曜）ほとんど」が多い 

利用する頻度 「便利である」、「車など買い物手段がない」、「顔見知りとのおしゃべりが楽しみである」が多い 

商品の品ぞろえに関する満足度 「まあまあ満足である」が多い 

販売場所に関する意見 「雨天、炎天下には屋根のあるスペースが欲しい」、「ベンチなど座れる家具が欲しい」、「“井

戸端会”や談話ができるスペースが欲しい」がほぼ全員から回答あり。 

自由意見 「イオンでも買い物をするが、やはり便利である」、「品揃えはまあまあだが、予約も可能であ

る」 

 

■「空き家・空き地」マップ 
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 地区の立地特性とコロナ禍によるテレワークの浸透から、釣り客や体験要望客向けの宿泊需要や、

滞在に伴うワーケーション需要、洲本市街地を含めた周辺住民のオフィススペース、淡路一周を楽し

むサイクリストの休憩スペース等、地域外住民も利用できるスペースとすることも考えられる。 

 

エ）視点③ 「路地再整備」による魅力の創出 

集落内の空き家を単位に、宿泊施設や小規模オフィスに必要な機能とスペースを分散配置すれば、

利用者には路地の移動が必然となる。建物の内部空間だけでなく、路地までを含めた外部空間を可能

な範囲で整備し、活用することで、路地に面する建物の環境性能向上に加え、路地に人の気配や笑い

声が漏れ出すことで住民間のコミュニケーション向上と安心安全な地域づくりに繋がると考えられ

る。また、地域外から訪れる人にとっては路地から海岸や里山を巡る散策は、新鮮な“気分転換”と

なり、「自然」と「ひと」との触れ合いが、“癒し効果”をもたらす。 

 

オ）空き家活用モデルの作成 

 上記視点をふまえ、地区内の木造住宅を対象に上記の視点①の場合を想定し、空き家活用モデルを

作成した。また、モデル作成に先立ち、実測調査をおこない現況図を作成した。屋根防水の劣化によ

り雨漏りをしている部分が存在する。 

 

１）空き家整備の方針 

現在地区の中心となる路地周辺の多くは幅の狭い道で構成され、車両のアプローチや駐車をする

スペースがない。整備費削減のため、建物の構成は大きくは変えないが、大がかりな改修が必須と

なる雨漏り部分については減築と屋根の架け替えをおこない屋外及び半屋外空間とすることで、駐

車スペースと移動販売や談話等多目的に利用できる土間を生み出した。室内は一部間仕切りを撤去

することで、大人数での会合やイベント等で利用できるコミュニティスペースを設けた。コミュニ

ティスペースと土間は掃き出し窓と縁側で繋がり、一体的な利用が可能なものとした。 

 

■現況図 S=1/200 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

天井に雨漏りが見られる 

1 階 2 階 
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■改修平面図 S=1/200 

 

■改修後イメージ図 
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カ）路地再整備モデルの作成 

地区内の中心となる路地を対象として再整備の検討をおこなった。 

 

１）再整備の方針 

地区の中心となる路地は古くからの集落構造の面影を残し、歩行者のみの親密な空間である。一

方で路地沿いにはプライバシー確保のためと思われる、ブロック塀も多く存在し、閉鎖的な印象を

生み出している。また、当該路地は道路認定されているが、幅員が 1.6ｍ～2.0ｍであり、建物を建

て替える際はセットバックをおこなう必要がある。ただ単に道路幅員が広がることにより、現在の

魅力である親密な空間性は失われる。 

本モデル作成では現状の路地の魅力を出来るだけ残し又は活かしつつ、路地の更なる魅力向上と

建物の改修若しくは建替の際の手法を模索した。 

また点在する空き地についても地区の賑わいや環境、利便性の向上に資する活用策を検討する。 

 

２）整備パターンと整備の考え方 

①改修の場合 

 伝統的な集落構造の維持に加え、地区内には伝統的な民家が多く存在するため、建物は改修し

ながら今後も利用することが最も良いと考えられる。既存建物を改修する際もブロック塀等の路

地に対して閉鎖的な構造物を撤去することで、路地から人の気配を感じることができ、安心安全

な路地に資するものとすることができる。構造物の撤去により、前庭が路地に対して大きく開く

場合があるが、一定の視認性がある格子の窓スクリーンを設ける等、閉鎖的になりすぎない方法

でプライバシーを確保することが望ましい。 

 

②建替の場合 

 対象となる路地は南西-北東方向に延びており、各敷地は北西側と南東側に大別される。住宅の

建替えの際、北西側敷地は日照確保のため、路地より建物をセットバックさせ、前庭を確保す

る。一方南東側敷地は路地とは反対側の日照条件の良い部分に居室空間を設けるため、路地沿い

には台所、便所等の水回りスペースを始めとする機能が配置され、閉鎖的な表情となることが多

い。 

 建物のセットバックを避けることは現行の建築基準法上難しい面も多いが、セットバックした

空間に簡易な縁台やプランター等移動可能なものを置くことで、道路としての利用が必要となっ

た場合の機能を担保しながら、セットバック空間を私的に利用し、路地の親密な空間の維持と賑

わいに資する利用をすることが考えられる。 

 

③空き地の活用 

 地区内は漁村集落特有の密集した建物配置となっているため、日照、通風環境が良いとは言え

ない。そのような特徴がある中、点在する空き地は周辺の建物の日照、通風環境の向上に役立っ

ている側面も存在する。しかし、空き地をただ単に放置することは所有者、周辺住民の両者にと

って管理や安全、景観を考えると良い状況ではない。空き地を菜園や集落内の共同の駐車場とし

て利用することにより、所有者に一定の収入を確保しながら地区内のコミュニティと周辺住宅の

環境性能向上を確保することが可能と考えられる。 
  



18 

 

■路地の再整備イメージ 

 

 

 

 

空き地を地域の人々が集
まる共同菜園や花壇に活
用することで、通風と日照
及び緑を供する貴重な存
在として維持する。 

空き家の住宅以外の用途 
(小規模なオフィスや仕事
場、宿泊所など)への活用
に合わせ、前庭にテラス等
を設けることで賑わいを
生み出す。 

建物の減築等により、「と
くしまる」等の移動販売
車の駐車スペースを確保
する。 

空き地を共同駐車場とし
て活用する。 

角地で改築する場合、路地
に接する各面で交代を義
務付けるルールを設ける 

“拒絶する”表情のブロッ
ク塀は路地に似合わない
ため、撤去する。縁台、並
べられた植木、格子窓と
することで路地の風景に
趣を添える。 

空き家を地域の人々が気
軽に集まって憩う場とし
て活用 

細い路地は近道と避難路
として機能するため、舗
装や溝蓋の設置等、安全
性を確保する。 

道路拡張部分はあくまで
道路として通行を妨げな
い状態を維持し、撤去が容
易な縁台などを置いて住
民の触れ合いスペースと
する。 



19 

 

３．取組の評価と課題 

①住民による情報管理体制づくりと②都市に住む子世代への情報発信 

・集落内の空き家について、所有者が近隣の住民に連絡先などを言い残していることを期待して、情報

収集を試みたが、良い結果は得られなかった。古い空き家になるほど、情報もない状況である。 

・空き家の発生時に住民会（自治会）に報告するルールを「空き家にするときの心得」として住民や都

市に住む相続予定者に周知することは重要である。また住民会から定期的に「空き家情報」を発信し

て連絡先など所有者の情報を管理していくことが求められる。 

・都市に住む相続予定者に「都市に住みながら実家を活用するライフスタイル」を紹介してアンケート

調査を実施した結果、回答者数は 48人と少ないが、「興味がある」が 6割、興味のある理由として「郷

里を大切にしたい」と「家族、知人の宿泊拠点とする」などの回答が多かった。また「相続時に実家

を活用したい」は 6割を超えた。 

・住民会⇒親世帯⇒子世帯への連絡手段は、親世帯と相続予定者である子世帯が共に「空き家の問題認

識」を共有することに有効であった。コロナ禍により地方が見直され、テレワークやワーケーション

が注目を集めるなか、このような情報発信は有効である。 
 

⑥ 「関係人口」需要調査の実施 

・関西圏を対象に、空き家の多様な活用の可能性を探るため、移住に加えてセカンドハウス・二拠点居

住・ワーケーション・短期滞在などについて都市住民の意向を把握する WEBアンケート調査を実施し

た。また「炬口地区」の魅力を紹介して評価をして貰った。 

・定期的な訪問地を抱える関係人口である回答者は、約 6％でまだ少ない。訪問に際し、宿泊を伴うと

答えた回答者は 6割程度、滞在場所はホテルなど宿泊施設の利用が多いが、別荘、知人の家、その他

（実家等）が 6割を占めて多様化している。 

・「炬口」の評価は、紹介資料の印象に左右されるものの、炬口を訪れる場合の目的は「地域固有の食材

を賞味」や「趣味や地域の環境を楽しむ」の回答が多かった。炬口は、関係人口需要として交通至便

な地の利を活かした短期滞在が見込まれる。 

・WEB アンケート調査は、時間や手間が省けてモニターを集めやすいため、今後、空き家を宿泊施設や

小規模オフィスなどへの活用を目指してその需要や企画の評価を把握するには有効なツールとなる。 
 

⑦ ウェブサイトの整備 

・ウェブサイトを整備することにより、地域の住民活動の「見える化」と関係人口を増やす情報発信が

可能になる。 

・コンテツの作成では、住民と地元の各専門家にヒアリング調査を積極的に行い、意図的に人材ネット

ワークの形成を図った結果、各分野の専門家の協力が得られため、この人的資源を新たな活動を生む

母体とすべきである。 

・サイトの運営は、この地元の人材が主体となり行われる。また地元の IT 起業家にサイト構築を依頼

しており、この事業者をはじめ地域の活性化に協賛する地元企業、神社が催す祭祀などの広告・宣伝

をサイトに盛り込むことにより運営資金の調達を図る予定である。将来的にはクラウドファンディン

グも視野に入る。 

・サイトの訪問数は現在、目標の 200回/月を下回っている。サイト公開が緊急事態宣言と重なり、住民

や地元関係者への報告が進まない事情が影響していると考える。今後は、住民へ報告会を行い、都市

に住む子世代にも紹介する予定である。 
 

⑧ 集落再生ビジョンの提案 

・伝統的農山村・漁村集落の空き家問題では、集落に伝わる文化財や祭祀、ひとの管理を要する里山や

海浜などの地域資産を継承するために集落の営みを持続させる方策が求められる。 
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・取組では、住民に向けて「集落再生ビジョン」を提案し、都市にはない伝統的漁村集落の魅力・誇り

を多様な人々の参加を得ながら共有、住環境の向上につなげ、次世代に住み継ぐための具体策とする。 

・集落内の安全性や利便性に係る課題を抽出し解決策を検討すると共に、地元の郷土史家や古老にヒア

リングを行い、集落の歴史性や伝承される郷土料理などを聞きだし、訪問者としての評価を加えて誇

れる地域資産として再認識されることを目指した。 

・また伝統的古民家の存在に注目して漁村集落の路地空間に魅力的な佇まいを見せる古民家の貴重性を

説いて保存・活用を提唱する。 

・本来であれば、住民とのワークショップを重ねて住民と共に提案を練るべきであったが、コロナ禍に

より住民との対話が実施できなかった。今後は、住民への報告会に“対話”のプロセスを設けて意見

を反映させる予定である。 
 

⑨ 空き家活用モデルの提案 

・住民からの申し出があった住宅(築後 40年程度) を対象に現地調査・測量を行い、改修案を検討した。

なお伝統的構法による「古民家」の申し出を期待したが叶わなかった。 

・提案の視点として①「住民交流拠点」と「移動販売停留所」を組み合わせる、②地域住民以外の人も

使える用途とスペースを確保する、③「路地再整備」による魅力の創出を図ることを設定した。 

・①は、住民が日用品・食材購入と併せて「おしゃべり」を楽しみにしている事情と、事業者は利用者

が集まるのに便利な屋根のあるスペースを利用できれば売上げを増やせるという双方の事情を両立

させることである。 

・移動販売は、独居老人をはじめ高齢者の外出を促し、住民との交流の機会となる。小売スーパーから

請負う個人事業者が商うため、販売方法にも個人の工夫や提案が比較的自由にでき、利用者には便利

な存在となる。また個別訪問を受けるよりグループで購入する方が高齢者には安心して利用できる。 

・②は、漁村特有の密な集住形態から移住者には人気が低く、住替え需要を期待できないが、立地特性

から釣り客、サイクリストの宿泊需要が期待できるため、滞在型宿泊施設とワーケーションの需要を

取り込む小規模オフィス、サイクリスト休憩スペース等を提案する。 

・③は、宿泊施設や小規模オフィスに必要な機能(食事・入浴・団らん等)のスペースを、集落内の空き

家を「単位空間」に見立てて分散配置する。施設利用には路地の移動が伴うため、路地を再整備して

新たな魅力を創出する。 

・従来施設は、効率化によりスペースの集約化と動線の短絡化を余儀なくされるが、この施設では路地

が「移動空間」として意図的に取り込まれ、あたかも集落に紛れ込んだような感覚を体験できる。さ

らに路地から海岸や里山を巡る散策は、この地の「自然」と「ひと」との触れ合いをもたらす。 
 

４．今後の展開 

・住民との対話により「集落再生ビジョン」に住民意見を反映する。 

・ウェブサイト「炬口」について地元の運営組織を支援する。 

・空き家活用モデル案の整備実現に向けて取り組む。 
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